
(57)【要約】

【課題】本発明は、容易にアンテナの調整・設計をする

ことができる受信装置を提供することを目的とする。

【解決手段】この目的を達成するために本発明の受信装

置は、第１周波数の信号を受信する第１アンテナ１と、

この第１アンテナ１にシリーズに接続されたインダクタ

ンス回路７と、このインダクタンス回路７の出力側に接

続された第１出力端子３とを有する。さらに、本発明の

受信装置は、第１周波数よりも高い第２周波数の信号を

受信する第２アンテナ４と、第２アンテナ４にシリーズ

に接続されたキャパシタンス回路１０と、このキャパシ

タンス回路１０の出力側に接続された第２出力端子６と

を有する。この構成により、一方のアンテナの設計によ

る他方のアンテナの特性への影響を抑制することができ

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ と 、
こ の 第 １ ア ン テ ナ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が イ ン ダ ク タ ン ス 特 性
を 有 す る イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 と 、
こ の イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 １ 出 力 端 子 と 、
前 記 第 １ 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ と 、
こ の 第 ２ ア ン テ ナ の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 ２ 出 力 端 子 と を 有 す る 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ と 、
こ の 第 １ ア ン テ ナ の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 １ 出 力 端 子 と 、
前 記 第 １ 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ と 、
前 記 第 ２ ア ン テ ナ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が キ ャ パ シ タ ン ス 特 性
を 有 す る キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 と 、
こ の キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 ２ 出 力 端 子 と を 有 す る 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ ア ン テ ナ と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ 間 の 最 短 距 離 は 前 記 第 １ 周 波 数 の 信 号 の １ ／ ８ 波 長
以 内 で あ る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ ア ン テ ナ の エ レ メ ン ト 長 は 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ の エ レ メ ン ト 長 の 略 １ ． ５ 倍 か ら
２ ． ５ 倍 で あ る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ ア ン テ ナ の エ レ メ ン ト 長 は 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ の エ レ メ ン ト 長 の 略 ２ 倍 で あ る 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ と 、
こ の 第 １ ア ン テ ナ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が イ ン ダ ク タ ン ス 特 性
を 有 す る イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 と 、
こ の イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 １ 出 力 端 子 と 、
前 記 第 １ 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ と 、
こ の 第 ２ ア ン テ ナ の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 ２ 出 力 端 子 と 、
前 記 第 １ 出 力 端 子 及 び 前 記 第 ２ 出 力 端 子 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た Ｒ Ｆ 回 路 と 、
こ の Ｒ Ｆ 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 復 調 回 路 と を 有 す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ と 、
こ の 第 １ ア ン テ ナ の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 １ 出 力 端 子 と 、
前 記 第 １ 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ と 、
前 記 第 ２ ア ン テ ナ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が キ ャ パ シ タ ン ス 特 性
を 有 す る キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 と 、
こ の キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 ２ 出 力 端 子 と 、
前 記 第 １ 出 力 端 子 及 び 前 記 第 ２ 出 力 端 子 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た Ｒ Ｆ 回 路 と 、
こ の Ｒ Ｆ 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 復 調 回 路 と を 有 す る 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 信 号 を 受 信 す る 受 信 装 置 と こ れ を 用 い た 電 子 機 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 以 下 、 従 来 の 受 信 装 置 を 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ に お い て 、 従 来 の 受 信 装 置 は 、
第 １ 周 波 数 帯 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ １ ０ １ と 、 第 １ 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ 周 波 数
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の 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ １ ０ ４ と を 有 し て い た 。 さ ら に 、 従 来 の 受 信 装 置 は 、 第 １
ア ン テ ナ １ ０ １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ １ ０ ４ に 接 続 さ れ た ア ン テ ナ 共 用 器 １ １ ３ と 、 こ の ア ン
テ ナ 共 用 器 １ １ ３ に 接 続 さ れ 第 １ 周 波 数 帯 の 信 号 を 出 力 す る 第 １ 出 力 端 子 １ ０ ３ と 、 ア ン
テ ナ 共 用 器 １ １ ３ に 接 続 さ れ 第 ２ 周 波 数 帯 の 信 号 を 出 力 す る 第 ２ 出 力 端 子 １ ０ ６ と を 有 し
て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 受 信 装 置 に お い て 、 第 １ ア ン テ ナ １ ０ １ と 第 ２ ア ン テ ナ １ ０ ４ と は 、 ア ン テ ナ 共
用 器 １ １ ３ で 連 結 さ れ て い た の で 、 第 １ ア ン テ ナ １ ０ １ と 第 ２ ア ン テ ナ １ ０ ４ の い ず れ か
一 方 を 調 整 ・ 設 計 す る 場 合 、 そ の ア ン テ ナ 設 計 に よ っ て 他 方 の ア ン テ ナ の 特 性 が 変 化 し て
し ま い 、 他 方 の ア ン テ ナ の 特 性 に 影 響 を 与 え ず に ア ン テ ナ 設 計 す る こ と が 困 難 で あ る と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 容 易 に ア ン テ ナ の 調 整 ・ 設 計 を す る こ と が で き る 受 信 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 受 信 装 置 は 、 第 １ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン
テ ナ と 、 こ の 第 １ ア ン テ ナ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が イ ン ダ ク タ
ン ス 特 性 を 有 す る イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 と 、 こ の イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た
第 １ 出 力 端 子 と を 有 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 受 信 装 置 は 、 第 １ 周 波 数 よ り も 高 い 第 ２ 周 波
数 の 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ と 、 第 ２ ア ン テ ナ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ 、 そ の 入 力 イ ン
ピ ー ダ ン ス が キ ャ パ シ タ ン ス 特 性 を 有 す る キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 と 、 こ の キ ャ パ シ タ ン ス 回
路 の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 ２ 出 力 端 子 と を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 第 １ ア ン テ ナ と 第 ２ ア ン テ ナ と は お 互 い に 機 械 的 に 接 続 さ れ て い な い
の で 、 い ず れ か 一 方 の ア ン テ ナ 設 計 に よ る 他 方 の ア ン テ ナ の 特 性 へ の 影 響 を 抑 制 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 低 周 波 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ に 対 し て イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 が シ リ
ー ズ に 接 続 さ れ て い る た め 、 高 周 波 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ か ら み た 第 １ ア ン テ ナ 側
の イ ン ピ ー ダ ン ス が 大 き く な る 。 そ の 結 果 、 第 １ ア ン テ ナ の 設 計 に よ る 第 ２ ア ン テ ナ の 特
性 へ の 影 響 が 抑 制 さ れ る 。 一 方 、 高 周 波 信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ に 対 し て キ ャ パ シ タ
ン ス 回 路 が シ リ ー ズ に 接 続 さ れ て い る た め 、 低 周 波 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ か ら み た
第 ２ ア ン テ ナ 側 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 大 き く な る 。 そ の 結 果 、 第 ２ ア ン テ ナ の 設 計 に よ る 第
１ ア ン テ ナ の 特 性 へ の 影 響 が 抑 制 さ れ る 。 従 っ て 、 容 易 に ア ン テ ナ を 調 整 ・ 設 計 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 以 下 、 本 発 明 に お け る 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一
実 施 の 形 態 に お け る 受 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 受 信 装 置 は 、 第 １ 周 波 数 の 信 号 を 受 信 す る 第 １ ア ン テ ナ １ と 、 こ の 第 １ ア ン テ ナ １ に シ
リ ー ズ に 接 続 さ れ た 第 １ フ ィ ル タ ２ と 、 こ の 第 １ フ ィ ル タ ２ の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 １ 出
力 端 子 ３ と を 有 す る 。 ま た 、 受 信 装 置 は 、 第 １ 周 波 数 よ り 高 い 周 波 数 で あ る 第 ２ 周 波 数 の
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信 号 を 受 信 す る 第 ２ ア ン テ ナ ４ と 、 こ の 第 ２ ア ン テ ナ ４ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ た 第 ２ フ ィ
ル タ ５ と 、 こ の 第 ２ フ ィ ル タ ５ の 出 力 側 に 接 続 さ れ た 第 ２ 出 力 端 子 ６ と を 有 す る 。 な お 、
こ の 受 信 装 置 を 用 い た 電 子 機 器 （ 図 示 せ ず ） は 、 第 １ 出 力 端 子 ３ 及 び 第 ２ 出 力 端 子 ６ の 出
力 側 に Ｒ Ｆ 回 路 （ 図 示 せ ず ） と 、 こ の Ｒ Ｆ 回 路 の 出 力 側 に 復 調 回 路 （ 図 示 せ ず ） と を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 第 １ ア ン テ ナ １ 側 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ フ ィ ル タ ２ は 、 例 え ば 、 Ｔ 型 ロ ー パ ス フ ィ ル タ で あ り 、 第 １ 周 波 数 を 含 む 低 周 波 信
号 を 通 過 さ せ 、 第 ２ 周 波 数 を 含 む 高 周 波 信 号 を 減 衰 さ せ る 。 第 １ フ ィ ル タ ２ は 、 第 １ ア ン
テ ナ １ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ た イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 ７ と 、 こ の イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 ７ に シ
リ ー ズ に 接 続 さ れ た イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 ８ と 、 こ れ ら イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 ７ と イ ン ダ ク タ
ン ス 回 路 ８ と の 間 と ア ー ス 間 と シ ャ ン ト 接 続 さ れ た キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 ９ と を 有 す る 。 こ
の イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 ７ は 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が イ ン ダ ク タ ン ス 特 性 を 示 す 回 路 で
あ り 、 例 え ば 、 図 １ の よ う に ア ン テ ナ １ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ た 単 体 の イ ン ダ ク タ ン ス 素
子 で あ っ て も 構 わ な い し 、 ア ン テ ナ １ に シ リ ー ズ に 順 に 接 続 さ れ た キ ャ パ シ タ ン ス 素 子 と
イ ン ダ ク タ ン ス 素 子 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 第 ２ ア ン テ ナ ４ 側 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ ア ン テ ナ ４ の エ レ メ ン ト 長 は 第 １ ア ン テ ナ １ の エ レ メ ン ト 長 よ り も 短 い 。 ま た 、 こ
の 第 ２ ア ン テ ナ ４ は 、 第 １ ア ン テ ナ １ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 詳 述 す る と 、 第 １ ア ン テ
ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 の 最 短 距 離 は 、 第 １ 周 波 数 の 信 号 の １ ／ ８ 波 長 以 内 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ フ ィ ル タ ５ は 、 例 え ば 、 Ｔ 型 ハ イ パ ス フ ィ ル タ で あ り 、 第 ２ 周 波 数 を 含 む 高 周 波 信
号 を 通 過 さ せ 、 低 周 波 信 号 を 減 衰 さ せ る 。 第 ２ フ ィ ル タ ５ は 、 第 ２ ア ン テ ナ ４ に シ リ ー ズ
に 接 続 さ れ た キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 １ ０ と 、 こ の キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 １ ０ に シ リ ー ズ に 接 続
さ れ た キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 １ １ と 、 こ れ ら キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 １ ０ と キ ャ パ シ タ ン ス 回 路
１ １ と の 間 と ア ー ス 間 と シ ャ ン ト 接 続 さ れ た イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 １ ２ と を 有 す る 。 こ の キ
ャ パ シ タ ン ス 回 路 １ ０ は 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が キ ャ パ シ タ ン ス 特 性 を 示 す 回 路 で あ
り 、 例 え ば 、 図 １ の よ う に ア ン テ ナ １ に シ リ ー ズ に 接 続 さ れ た 単 体 の キ ャ パ シ タ ン ス 素 子
で あ っ て も 構 わ な い し 、 ア ン テ ナ １ に シ リ ー ズ に 順 に 接 続 さ れ た イ ン ダ ク タ ン ス 素 子 と キ
ャ パ シ タ ン ス 素 子 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ ア ン テ ナ ４ を 用 い て 第 ２ 周 波 数 の 高 周 波 信 号 を 受 信 す る 場 合 、 第 ２ 周 波 数 に お け る
第 ２ ア ン テ ナ ４ か ら 第 １ ア ン テ ナ １ を 介 し て み た 第 １ フ ィ ル タ ２ の イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 極
め て 高 い 。 こ れ は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が 周 波 数 に 比 例 す る イ ン ダ ク タ ン ス 回 路 ７ が 第 １ ア ン
テ ナ １ と シ リ ー ズ に 接 続 さ れ て い る た め で あ る 。 第 ２ ア ン テ ナ ４ か ら み た 第 １ ア ン テ ナ １
側 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 大 き い 、 す な わ ち 開 放 状 態 に 近 い と い う こ と は 、 第 ２ ア ン テ ナ ４ か
ら み て 第 １ ア ン テ ナ １ 側 の 構 成 が 存 在 し な い 状 態 に 近 づ く こ と で あ る 。 従 っ て 、 第 ２ ア ン
テ ナ ４ を 用 い て 第 ２ 周 波 数 の 高 周 波 信 号 を 受 信 す る 場 合 、 第 ２ ア ン テ ナ ４ が 第 １ ア ン テ ナ
１ 側 か ら 受 け る 電 磁 界 結 合 の 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 様 に 、 第 １ ア ン テ ナ １ を 用 い て 第 １ 周 波 数 の 低 周 波 信 号 を 受 信 す る 場 合 、 第 １ 周 波 数
に お け る 第 １ ア ン テ ナ １ か ら 第 ２ ア ン テ ナ ４ を 介 し て み た 第 ２ フ ィ ル タ ５ の イ ン ピ ー ダ ン
ス は 、 極 め て 高 い 。 こ れ は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が 周 波 数 に 反 比 例 す る キ ャ パ シ タ ン ス 回 路 １
０ が 第 ２ ア ン テ ナ ４ と シ リ ー ズ に 接 続 さ れ て い る た め で あ る 。 第 １ ア ン テ ナ １ か ら み た 第
２ ア ン テ ナ ４ 側 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 大 き い 、 す な わ ち 開 放 状 態 に 近 い と い う こ と は 、 第 １
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ア ン テ ナ １ か ら み て 第 ２ ア ン テ ナ ４ 側 の 構 成 が 存 在 し な い 状 態 に 近 づ く こ と で あ る 。 従 っ
て 、 第 １ ア ン テ ナ １ を 用 い て 第 １ 周 波 数 の 低 周 波 信 号 を 受 信 す る 場 合 、 第 １ ア ン テ ナ １ が
第 ２ ア ン テ ナ ４ 側 か ら 受 け る 電 磁 界 結 合 の 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 第 １ ア ン テ ナ と 第 ２ ア ン テ ナ と は お 互 い に 機 械 的 に 接 続 さ れ て い な い
の で 、 い ず れ か 一 方 の ア ン テ ナ の 設 計 に よ る 他 方 の ア ン テ ナ の 特 性 へ の 影 響 を 抑 制 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 一 方 の ア ン テ ナ か ら 他 方 の ア ン テ ナ 側 を み た と き の イ ン ピ ー ダ ン ス が
大 き く な る の で 、 一 方 の ア ン テ ナ の 設 計 に よ る 他 方 の ア ン テ ナ の 特 性 へ の 影 響 を 抑 制 す る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 容 易 に ア ン テ ナ を 調 整 ・ 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ が 受 信 し た 信 号 は 、 図 ２ に 示 す よ う な 従 来 の
受 信 装 置 に お い て 用 い て い た ア ン テ ナ 共 用 器 １ １ ３ を 介 さ ず に 、 そ れ ぞ れ 第 １ 出 力 端 子 ３
と 第 ２ 出 力 端 子 ６ に 出 力 さ れ る の で 、 ア ン テ ナ 共 用 器 １ １ ３ に よ る 信 号 の 減 衰 が な く な る
。 ま た 、 本 発 明 の 受 信 装 置 は 、 ア ン テ ナ 共 用 器 １ １ ３ を 有 さ な い の で 、 小 型 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 一 般 に 、 ア ン テ ナ 間 の 距 離 が 、 受 信 信 号 の １ ／ ８ 波 長 以 内 で あ る 場 合 に 、 お 互 い
の ア ン テ ナ 間 に お け る 電 磁 界 結 合 が 強 く な る 。 そ こ で 、 特 に 、 第 １ ア ン テ ナ と 第 ２ ア ン テ
ナ 間 の 最 短 距 離 が 、 第 １ 周 波 数 の 信 号 の １ ／ ８ 波 長 以 内 で あ る 場 合 に 、 上 記 構 成 に よ っ て
、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 の 電 磁 界 結 合 を 弱 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 第 １ ア ン テ ナ １ の エ レ メ ン ト 長 が 第 ２ ア ン テ ナ ４ の エ レ メ ン ト 長 の 略 １ ． ５ 倍 か
ら ２ ． ５ 倍 で あ る 場 合 、 つ ま り 、 第 ２ の ア ン テ ナ ４ で 受 信 す る 信 号 の 周 波 数 で あ る 第 ２ 周
波 数 が 、 第 １ の ア ン テ ナ １ で 受 信 す る 信 号 の 周 波 数 で あ る 第 １ 周 波 数 の 略 １ ． ５ 倍 か ら ２
． ５ 倍 で あ る 場 合 、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 の 電 磁 界 結 合 を さ ら に 低 減 す る こ
と が で き る 。 一 般 的 に 、 ア ン テ ナ は 、 エ レ メ ン ト 長 が ｌ の と き 、 こ の エ レ メ ン ト 長 ｌ に 対
応 し た 固 有 の 周 波 数 ｆ ＝ （ ２ ｎ ＋ １ ） π ／ ｌ で １ 次 共 振 す る 。 従 っ て 、 第 １ ア ン テ ナ １ の
エ レ メ ン ト 長 が 第 ２ ア ン テ ナ ４ の エ レ メ ン ト 長 の 略 １ ． ５ 倍 か ら ２ ． ５ 倍 で あ る と き 、 つ
ま り 、 第 ２ 周 波 数 が 第 １ 周 波 数 の 略 １ ． ５ 倍 か ら ２ ． ５ 倍 で あ る 場 合 、 第 １ ア ン テ ナ １ に
お い て 、 第 ２ 周 波 数 で 共 振 が 起 こ り に く く 、 第 ２ ア ン テ ナ ４ に お い て 、 第 １ 周 波 数 で 共 振
が 起 こ り に く い 。 ゆ え に 、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 の 通 過 電 力 は 小 さ く な る 。
こ れ に よ り 、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 の 電 磁 界 結 合 を 弱 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 、 第 １ ア ン テ ナ １ の エ レ メ ン ト 長 が 第 ２ ア ン テ ナ ４ の エ レ メ ン ト 長 の 略 ２ 倍 で あ る
と き 、 つ ま り 、 第 ２ 周 波 数 が 第 １ 周 波 数 の 略 ２ 倍 で あ る 場 合 、 第 １ ア ン テ ナ １ に お い て 、
第 ２ 周 波 数 で ほ と ん ど 共 振 が 起 こ ら ず 、 第 ２ ア ン テ ナ ４ に お い て 、 第 １ 周 波 数 で ほ と ん ど
共 振 が 起 こ ら な い 。 ゆ え に 、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 に お け る 通 過 電 力 は さ ら
に 小 さ く な る 。 こ れ に よ り 、 第 １ ア ン テ ナ １ と 第 ２ ア ン テ ナ ４ 間 の 電 磁 界 結 合 を さ ら に 弱
め る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 受 信 装 置 は 、 容 易 に ア ン テ ナ の 調 整 ・ 設 計 を す る こ と が で き る も の で あ り 、 携
帯 端 末 用 や 自 動 車 搭 載 型 受 信 機 器 用 な ど に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 受 信 装 置 の 回 路 図
【 図 ２ 】 従 来 の 受 信 装 置 の 回 路 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 第 １ ア ン テ ナ
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　 ２ 　 第 １ フ ィ ル タ
　 ３ 　 第 １ 出 力 端 子
　 ４ 　 第 ２ ア ン テ ナ
　 ５ 　 第 ２ フ ィ ル タ
　 ６ 　 第 ２ 出 力 端 子
　 ７ ， ８ ， １ ２ 　 イ ン ダ ク タ ン ス 回 路
　 ９ ， １ ０ ， １ １ 　 キ ャ パ シ タ ン ス 回 路

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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